
へき地の在宅医療における薬の管理や残薬の調整を実施し、ポリファーマシーを改善する能力 

 
 4 3 2 1 

 患者居宅等で残薬整理を行

い、残薬があった場合には、患

者および多職種から必要な情

報を取集して原因を解明し、対

応策を示し、必要に応じて医師

に処方提案を行う。また、その

内容を多職種に情報提供する

とともに、介入依頼し、継続的

なフォローアップを行う。 

患者居宅等で残薬

整理を行い、残薬

があった場合には、

患者および多職種

から必要な情報を

取集して原因を解

明する。また、その内

容を多職種に情報

提供する。 

患者居宅等で残薬

整理を行い、残薬

があった場合には、

患者から必要な情

報を取集し、多職種

に情報提供する。 

患者居宅等で残薬

整理を行い、多職

種に情報提供する。 
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居宅訪問や電話、他職種の情報による服薬フォローアップや薬物治療計画の判定および改善を行う能力 
 
 4 3 2 1 

 居宅訪問や電話、多職種の

情報による患者の服薬状況

や病状を把握し、生活環境

等を含む服薬状況の改善が

必要と判断された場合には、

原因とともに患者背景を考

えた上で適切な医薬品を選

択し、医師に処方提案を行

う。また、その結果を患者や

多職種へ情報提供するとと

もに適切なタイミングで継続

的なフォローアップを行い、そ

の効果を再度判定する。 

居宅訪問や電話、多職

種の情報による患者の

服薬状況や病状を把握

し、生活環境等を含む

服薬状況の改善が必要

と判断された場合には、

患者へ説明するとともに

多職種と情報共有す

る。また、得られた情報

から問題となる薬物を

想定し、代替薬物を考

案する。 

居宅訪問や電

話、多職種の情

報による患者の

服薬状況や病

状を把握し，服

薬状況の改善

が必要と判断さ

れた場合には、

患者へ説明する

とともに多職種

と情報共有す

る． 

居宅訪問や電

話、の情報による

患者の服薬状況

や病状を把握し，

薬物の治療効果

と副作用発現等

を判定する。 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 
 
 
 

 



日誌

山陽小野田市立山口東京理科大学

日誌   月  日 学籍番号( 　　　 ) 氏名( )

この一日で実習したことおよび考えたことを箇条書きで記入してください。

出欠状況

欠席、遅刻・早退の理由

1日のスケジュール

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

場所

関わった疾患(処方解析・投
薬計画などを実施した疾患等
)とその人数

がん(0)名、高血圧症(0)名、糖尿病(0)名、心疾患(0)名、脳血管障害(0)名、精
神神経疾患  (0)名、免疫・アレルギー疾患  (0)名、感染症(0)名、その他(0)名

服薬指導を実施した疾患とそ
の人数

がん(0)名、高血圧症(0)名、糖尿病(0)名、心疾患(0)名、脳血管障害(0)名、精
神神経疾患  (0)名、免疫・アレルギー疾患  (0)名、感染症(0)名、その他(0)名

a08751
テキストボックス
様式

a08751
テキストボックス
実務実習指導・管理システム（富士フイルムシステムサービス株式会社）を使用



日誌

氏名( )

この一日で実習したことおよび考えたことを箇条書きで記入してください。

具体的な実習内容

山陽小野田市立山口東京理科大学

日誌   月  日 学籍番号( 　　　 )



日誌

氏名( )

この一日で実習したことおよび考えたことを箇条書きで記入してください。

実習に関する能力 No 項目 選択
薬学臨床の基礎

1 【②臨床における心構え】〔全実習を通して評価　A（１）、（２）参照〕

処方せんに基づく調剤

2 【②処方せんと疑義照会】〔B 処方監査・医療安全〕

3 【③処方せんに基づく医薬品の調製】〔A 医薬品の調製〕

4 【④患者・来局者対応、服薬指導、患者教育】〔C 服薬指導〕

5 【⑤医薬品の供給と管理】〔A 医薬品の調製〕

6 【⑥安全管理】〔B 処方監査・医療安全〕

薬物療法の実践

7 【①患者情報の把握】〔C 服薬指導〕

8 【②医薬品情報の収集と活用】〔E３（１）参照〕〔C 服薬指導・D 薬物療法の実践〕

9 【③処方設計と薬物療法の(処方設計と提案)】〔D 薬物療法の実践〕

10 【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】〔D 薬物療法の実践〕

実務実習記録による評価項目 No 項目 選択
チーム医療への参画

1 【②地域におけるチーム医療】

地域の保健・医療・福祉への参画

2 【①在宅（訪問）医療・介護への参画】

3 【②地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への参画】

4 【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】

5 【④災害時医療と薬剤師】

独自評価 No 項目 選択

山陽小野田市立山口東京理科大学

日誌   月  日 学籍番号( 　　　 )



















日誌

氏名( )

この一日で実習したことおよび考えたことを箇条書きで記入してください。

実習にて達成できなかった点
（次回への反省・改善点）

添付資料

薬剤師のコメント

添付資料(薬剤師)

山陽小野田市立山口東京理科大学

日誌   月  日 学籍番号( 　　　 )




